

















番号 項 目 (要素) の内容
Sl 観 察や実験の授業 を多 くしてほ しい0
s , 進学 に必要 な基礎 学力 を付 けたい0
S3 興味 .関心 の持 て る楽 しい授 業 を して ほ しい0
S4 教科書の 内容 が よくわか る授業 を してほ しい0
S5 身の 回 りの 自然について よく理解 したい0
S6 生活 に役立つ 知識 を学習 させて ほ しい0
S7 野外調査 な どをや らしてほ しい0











0.0 項 目Sitま項 目Sjよりも非常 に求 めている
0.5 どち らともいえない0



























































































































































































































































































































S,はS.A 、 S5に対するレギュラー行はS.Bである。 これらを合成して図に示すと次の通りであ
る。 //一一くり
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図6S. とS2、S,の構造グラフの形成
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S2、S5列をそれぞれ置き換えて、S4A、S.8行を消去すると最後に、Acoを得る。
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これを図に表すと図7のようになる。
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以上で、要素間の関連性はすべてグラフに表されたことになるoそこで、図3,5、6、7を
合成して全体の構造グラフを完成すると図8を得ることができる0
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図8ブロック91全体の構造グラフ
図8を各要素となった項目のキーワードを拾い出し、描画的な分かりやすさも考慮して意味的
に表現したものが図9である。
完成した理科授業に対する中学生の望む意識構造(図15)をみると、もっとも中学生が望ん
でいるだろうと教師が考えているもののトップに「S。;興味・関心がもてる楽しい授業」が位
置づき、次に「Sl:観察や実験の多い授業」あるいは「S4:教科書の内容がよくわかる授業」
-42-
図15意識構造のグラフモデル
が続いている。そして、最後に「S7:野外調査」などがやりたい、となった。 今回のデータか
らは以上のような意識構造が浮き彫りになってき~た訳である。 もちろん、実際の中学生の意識構
造ということを考えるならば直接中学生からデータを収集する必要があろう. ただ、今回、経験
豊富な教師が判断して、生徒たちの要求の中で、自分の「S。 :好きな課題」や「S6:生活に
役立つ知識」が相対的に下位になっている点は再検討すべき今後の課題として残った。
終わりに
今回は意識構造の解明のためのFSM法による解析手順に重点をおいて論を展開したが、解析
過程でP値やえ値を変化させた場合に得られるグラフ構造の変化や他の手法、例えば、AHP法
やISM法による解析結果との比較等に関しては紙面を改めて報告してみたい。 また、与えられ
た紙面の関係で解析途中の計算を一部割愛させていただいたことをお詫びする. 解析の詳細につ
いては文献番号(1)を参照されたい。 本研究は科学研究費基盤研究(C)(研究代表者松本
伸示)の助成を受けたものである。 関係の方々に感謝する。 最後に、本手法については兵庫教育
大学名誉教授伊藤信隆先生にご指導いただいたものであり、ここに深く感謝申し上げる。
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